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【緒言】二次元量子井戸構造を有する有機無機ペロブスカイト型化合物(RNH3)2PbX4{R:炭化水素、

X:ハロゲン}は、無機層から高効率な励起子発光を示すことが知られており、この発光特性を利用

したシンチレータ開発が期待されている。これまで(RNH3)2PbBr4 の自由励起子発光に着目した研

究が活発に行われてきた一方、近年では、(RNH3)2PbCl4の自己束縛励起子(STE)由来と示唆される

発光が注目されている。先行研究で有機層にジアミンを導入した(EDBE)PbCl4 {EDBE: 2,2’-(エチ

レンジオキシ)ビス(エチルアミン)}が γ 線励起時に 9000 

photons/MeV程度の大きな発光量を示すことがわかった 1, 2。本

研 究 で は 新 た に モ ノ ア ミ ン を 導 入 し た

(C6H5CnH2nNH3)2PbCl4{n = 1: PMA, n = 2: PEA, n = 3: PPA, n = 4: 

PBA}を作製し、そのシンチレーション特性を調べた。 

【実験方法】C6H5CnH2nNH3Cl 粉末と PbCl2を化学量論比通り

にジメチルホルムアミド(DMF)中に 90 °C、2h 攪拌後、DMF

を蒸発させて(C6H5CnH2nNH3)2PbCl4粉末を得た。得られた粉末

を 90 °Cで DMFとニトロメタンの混合溶媒に溶解後、1.46 °C/hで徐

冷することで単結晶を得た。 

【結果】図 1 に X 線励起シンチレーションスペクトルを示す。発光

ピークが 535 nm (PMA)、542 nm (PEA)、560 nm (PPA)、560 nm (PBA)

に観測された。これらの発光は STE由来と示唆された。 

図 2 に X 線励起シンチレーション時間プロファイルを示す。第一

成分の寿命が 3.2 ns (PMA)、4.4 ns (PEA)、1.5 ns (PPA)、1.1 ns (PBA)

であった。第一成分は STE 由来であると推察された。本講演では当

該化合物のシンチレーション特性について詳細に議論する。 
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図 1. シンチレーションスペクトル。 

図 2. シンチレーション 

時間プロファイル。 
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